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平成19年1月17日  

薬事・食品衛生審議会   

食品衛生分科会長 吉倉 贋 殿  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会   

農薬・動物用医薬品部会長 井上  達  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会  

農薬・動物用医薬品部会報告について   

平成18年11月8日厚生労働省発食安第1108001号をもって諮問された、食品衛生  

法（昭和22年法律第233号）第11条第1項の規定に基づくクロチアニジンに係る  

食品規格（食品中の農薬の残留基準）の設定について、当部会で審議を行った結果を別  

添のとおり取りまとめたので、これを報告する。  
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（別添）  

クロチアニジン  

1．品目名：クロチアニジン（clothianidin）  

2．用途：殺虫剤   

ネオニコチノイド系殺虫剤である。作用機序は、主にニコチン性アセチルコリン受   

容体アゴニスト作用によるものと考えられる。  

3．化学名：（E）－1－（2－クロロー1，3－チアゾールー5－イルメチル）－3－メチルー2  

－ ニトログアニジン  

4．構造式及び物性  

CH日N 
3＼ 

NO 
／2  

／  

C＝Ⅳ  

HN  

分子式  C6H8CIN502S  

分子量  249．68  

水溶解度  0．327g／L（20℃）  

分配係数   logPow＝0．7（25℃）  

（メーカー提出資料より）   
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5．適用病害虫の範囲及び使用方法  

本薬の適用病害虫の範囲及び使用方法は以下のとおり。  

なお、  

る。  

作物名  Jヒなっているものについては今回適用拡大申請がなされたものを示してい  

（1）16．0％クロチアニジン水溶剤  

適用  
本剤の  クロチアニジ  

作物名  
希釈倍  

使用液量  使用時期  使用回  
使用方  

病害虫名  率  
ンを含む農薬   

数  
法   

の総使用回数   

ウンカ類  

ツマクヾロ］コハ～ィ  60／、150  
4000倍  

カメムシ類  L／／10a   

稲  イネドロオイムシ  収穫14日前まで  3回以内  散布   

ウンカ類  4回以内  

カメムシ類  1000倍  25L／10a   （育苗箱散布  

イネ両才司  は1回以内、  

ウンカ類  
本田では3回  

ツマタJロヨコハJィ  
以内）  

稲  
の上か  

ブタオヒナコヤが   使用土壌約5L）  
移植3目前～  

1回   

（箱育苗）  

1箱当たり  
移植当日  

イネドロオイムシ  に散布  

500mI．．  する  

匝；宣召  叩イクヒ～げフヾラムン   収穫7日前まで   3回以内   

4回以内  

（育苗期の抹  

ミナミキイロアサJミウマ  元処理及び定  

きゆうり  アフ÷ラムシ類  2000～  植時の土壌混  

コナン～ラミ類  4000倍   和は合計1回  

100′一－300  
以内、散布は3  

L／10a  
3回以内  散布  回以内）   

収穫前日まで  

匝≡二亘亘∃   
アフヾラムシ類  

ネキヾァサヾミウマ  
3回以内   

アブ～ラムシ類  4000倍  4回以内  

（定植時の土  

すいか  
2000倍   

壌混和は1回  

ウリハムシ  以内、散布は3  

回以内）  
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（1）16．0％クロチアニジン水溶剤（つづき）  

本剤の  クロチアニジ  

作物名   
適用  希釈倍  

率   
使用液量   使用時期  使用回  

病害虫名  使用方 法   ンを含む農薬  
数  の総使用回数   

アデラムシ類  4000倍   

コナシヾラミ類  
メロン  

巨亘亘司  

ミナミキイロアサ■ミウマ   【（育苗期の株l  

トマトハモク÷リハ～ェ   l元処理及び粛  

2000倍   睡時の土壌嘲  

ハモクヾリハ÷ェ類  l和は合計1回  

なす   アフ～ラムシ類  l以内、散布は］  

マメハモク～リハナェ  3回以内   
2000′、  

匝□  
コナシ÷ラミ類  

4000倍   
アデラムシ類  4回以内  

コナシ÷ラミ類  

収穫前目まで  
（鉢上時の株元  

トマト  処理及び定植  

ミニトマト  時の土壌混和  
ハモクJリハ÷ェ類  2000倍   

は合計1回以内、  

散布は3回以内）  

匡亘麺】   
巨垂亘∃  匡亘亘司  

4000倍  
100／）300  

l（育苗期の株司  

L／10a  
散布  

ピーマン  匝二夏三頭   
2000／㌧ 4000倍  2回以内  時の土壌混和  

匝合計1回現  

ミナミキイロアサ÷ミウマ   l内、散布は2回  

2000倍   匪□  

匡司   ネキヾァサ～ミウマ  

収穫3日前まで  3回以内  3回以内   

匹頭   アデラムシ類   

3回以内  

だいこん   
（は種時の土壌  

収穫7日前まで   
2000／、  混和は1回以内、  

アデラムシ類  
4000倍  は種後は2回以内）   

3回以内  

2回以内  （育苗期の抹元  

レタス  
処理は1回以内、  

ナモク予リハナェ  2000倍   

収穫3日前まで  散布は2回以内）  

2000～  

匪結球レタスl   

アデラムシ類  
4000倍  2回以内  

ナモク～リハヾェ  2000倍   
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（1）16．0％クロチアニジン水溶剤（つづき）  

適用  希釈倍  
本剤の  クロチアニジ  

作物名  使用液量   使用時期  使用回  
使用方  

病害虫名  率  
ンを含む農薬  

数  
法  

の総使用回数   

巨車重司  

巨頭弓  
ア7～ラムシ類  

l（は種時の  

4000倍   、育苗期の磯  

キャベツ  収穫3日前まで  2回以内   
玩処理及び頑  

100／、300  桓時の土壌塊  

巨垂∃   
L／10a  

2000倍   
知は合計1口  

l以内、散布は  

散布         匝垂亘］  

ネキヾァサヾミウマ  
ねぎ  

ネギハモク、、リハJェ   
4回以内  4回以内   

匝遍  25L／10a  4回以内  
アブ丁ラムシ類  

4000倍   
収穫7日前まで  （植付時の土壌  

ばれいしょ  100／、300  3回以内  帥はl回以内、  

2000へノ  
テントウムシタぐマシ類  lノ10a  植付後は3回以  

4000倍   
内）  

テンサイトヒ■ハムシ  1L／ヘリーハD－  

てんさい   テ州モク斗、ナハ～ェ1  
100′）  

ホロット1冊  定植前   
苗床  

200倍  
1回  1回   

カメノコハムシ  （3L／m2）  

准注  

2000～  

匡亘亘司   
アデラムシ類  

4000倍   収穫3日前まで   

カメムシ類   

100へ′300  

匹空狂  L／10a  

だいず   

ブタスシナヒメハ叫   
2000へ一  収穫7日前まで  

4000倍  

カメムシ類   2000巨】  3回以内  散布   3回以内  

カメムシ類  画吾   

キンモンホリが  

キヾンモンハモクヾりが  
200／、700  

りんご  シンクイムシ類  2000～  
L／10a   

収穫前目までl  

アブ■ラムシ類  4000倍   

クワコナカイがラムシ  

匹三三亘亘司  
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（1）16．0％クロチアニジン水溶剤（つづき）  

本剤の  クロチアニジ  

作物名   
適用  希釈倍  

率   
使用液量   使用時期  

病害虫名  
使用回  

数   
使用方 法   ンを含む農薬  

の総使用回数   

シンクイムシ類  

アデラムシ類  
なし  収穫前日まで   

クワコナカイがラムシ  

カメムシ類   2000′、  

アデラムシ類  4000倍   

モモハモク÷りが  

もも  シンクイムシ類  収穫7日前まで  

カメムシ類  
3回以内   3回以内  

コがネムシ類   2000倍   

アブ～ラムシ類  

モモハモクヾりが  

匝クタリン蓼    シンクイムシ類  収穫3日前まで  

カメムシ類   
200～700  

コがネムシ類   
L／10a  

オウトウショウシヾ］ウハ～ェ   

おうとう  2000倍  
カメムシ類  

収穫前日まで  2回以内  2回以内   

巨頭  散布  

うめ  収穫7目前まで   
アデラムシ類   

コナカイがラムシ類  

ぶどう  2000′、  収穫14目前まで   

4000倍  

巨≡亘∃  アサ～ミウマ類 コナカイがラムシ類  
収穫7日前まで   

匹；亘∃   アサ～ミウマ類  3回以内  3回以内  

匡亘司  収穫3日縮まで  

匹三男   
アデラムシ類  4000倍   

匡司  

l（種実、たl  
lだし、だいl  100～300  

げ、らっかl  
アデラムシ類   4000倍  収穫7日前まで   

L／10a  

匡∈垂頭  

圃  
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（1）16．0％クロチアニジン水溶剤（つづき）  

適用  
本剤の  クロチアニジ  

作物名  
希釈倍  

使用液量   使用時期  使用回  
使用方  

病害虫名  率  
ンを含む農薬  

数  
法  

の総使用回数   

アブ■ラムシ類  

ミカンハモクヾりが  

アサ～ミウマ類  
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（1）16．0％クロチアニジン水溶剤（つづき）  

本剤の  
クロチアニジ  

作物名   
適用  希釈倍  

病害虫名  率   
使用液量   使用時期  使用回  ンを含む農薬  

数   
法  

の総使用回数   

ミカンハモク～りが   20倍  100mL／樹   
収穫150日  樹幹  

前まで   
1回  

散布   

アデラムシ類  

ミカンハモクヾりが  

アサ～ミウマ類  

ケシキスイ類  4回以内  

コアオハナムクヤリ  
2000／、  

（樹幹散布  

みかん  ツノロウムシ  は1回以内、  
4000倍  200／、700  

コナカイがラムシ類  収穫7日前まで   
L／10a  

植付後は3回  

コ÷マタナラカミキリ  以内）  

カメムシ類  
3回以内  散布  

アケ～ハ類  

アカマルカイがラムシ  

匝亘亘亘：∃  

匝∃   
2000倍   

匡亘司   
2000～  100～300  

収穫前日まで  

田  アデラムシ類  
4000倍  L／10a  

収穫14日前まで   3回以内  

匡至司  収穫7目前まで   

（2）1．0％クロチアニジン1キロ粒剤  

クロチアニジ  

作物名   
適用  

使用量   使用時期   
本剤の  

病害虫名  
使用方法   ンを含む農薬  

使用回数  
の総使用回数   

4回以内  

稲   
ウンカ類  

1kg／10a  収穫14日前まで  3回以内   散布  
（但し本田  

ツマク÷ロヨコハ～ィ  期は3回以  

内）   
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（3）0．50％クロチアニジン粒剤  

本剤の  クロチアニジ  

作物名   
適用  

使用量   使用時期  使用回  
病害虫名  

数   の総使用回数   

ウンカ類  
3kg／10a   

稲  ツマタ～ロヨコハ～ィ  収穫14日前まで  3回以内  散布   

カメムシ類   3～4kg／10a   
4回以内  

（育苗箱散布は1  
育苗箱の  

回以内、本田では  
稲   イネドロオイムシ   苗の上か   

（箱育苗）  イネミス～ソヾウムシ   
3回以内）  

使用土壌約5L）  移植当日  ら均一に  

1箱当り50g  散布する   

巨萱三頭  
育苗期後半  株元処理   

アブナラムシ類  1g／株  （元  
コナシ÷ラミ類  処理及び定植時  

きゆうり  

アデラムシ類   1～2g／株  
の土壌混和は合  

計1回以内、散布  
汁ミキイロアサ～ミウマ   2g／抹  

は3回以内）  
定植時  

土壌i混和  4阿以内  

アデラムシ類  
すいか  1～2g／株  

（定植時の土壌  

ミナミキイロアサ、、ミウマ  混和は1回以内、  

散布は3回以内）   

匹亘頭   南蛮南面可  1回  
1g／株  

コナンJラミ類  

メロン  アブ予ラムシ類   1～2g／株  植穴処理  
匪垂司  

定植時  
ミナミキイロアサ～ミウマ  土壌混和  

（育苗期の株元 

トマトハモクヾリハ～ェ   

2g／株   処理及び定植時  

】の土壌混和は合 
匝二重亘頭   障苗期後半  計1回以内、散村  
アデラムシ類  

なす  は3回以内）  
マメハモク～リハJェ  定植時  

1g／株  土壌混和   
コナシ÷ラミ類  

匹亘麺  
鉢上時  株元処理   

4回以内  

（鉢上時の株元処  
がラミ類  

トマト  理及び定植時の  

ミニトマト  アデラムシ類  1～2g／株   土壌混和は合計1  

マメハモク÷リハナェ  

定植時  
回以内、散布は3  

トマトハモクヾリハヾェ   2g／株   回以内）  
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（3）0．50％クロチアニジン粒剤（つづき）  

本剤の  クロチアニジ  

作物名   
適用  

使用量   
病害虫名  

使用時期  使用回  

数   の総使用回数   

匡重∃   
植穴処理  

1g／株   定植時   
土壌混和   

1回   

3回以内  

アデラムシ類  

播溝処理  
（は種時の土壌  

だいこん  3～6kg／10a   は種時  
土壌混和  

混和は1回以内、  

1回  は種後は2回以  

内）   

3回以内  

レタス   アデラムシ類   
（育苗期の株元  

0．5g／株   育苗期後半  株元処理  
処理は1回以内、  

散布は2回以内）   

ねぎ  

匝亘ヨ  
ネキヤァサ～ミウマ  

ネキ～ハモク÷リハ～ェ   

3～6kg／10a  収穫3目前まで  4回以内  株元散布   4回以内   

匡亘≡司  

覆土後セル  

匡享頭  
は種時   

成育苗トレ  

トイげラノメイが】   
0．25g／株  

イの上から  巨蚕豆司  

散布する   」（は種時の散布、l  

匝垣頭  障苗期の株元咄  

キャベツ  コナが  
0．5g／株   

1回  
育苗期後半  株元処理  

陣及び定植時のl  

アオムシ  仕壌混和は合計1 

匡亘頭  回以内、散布は2 

匹重囲   1g／株   

植穴処理  
匝垂亘］  

コナが  定植時  

アオムシ   
2g／株   土壌混和  

匝亘≡勾  クワイクヒ÷げデラムシ   収穫7日前まで  3回以内  散布   3回以内   

4回以内  

植溝処理  
（植付時の土壌  

ばれいしょ   アデラムシ類  
6kg／10a  

混和は1回以内、  

植付時   
土壌混和  

1回  植付後は3回以  

内）   

かんしょ   コがネムシ類  
作条処理  

1回   

土壌混和  

し  
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（3）0．50％クロチアニジン粒剤（つづき）  

適用  
本剤の  クロチアニジ  

作物名  
病害虫名   

使用量   使用時期  使用回  

数   の総使用回数   

育苗期後半   株元処理  
匝司  

（育苗期の株元  

ピーマン   ア■7～ラムシ類   1g／株  1回  
処理及び定植嘩  

定植時  
植穴処理  

土壌混和  

は2回以内）l   

（4）0．15％クロチアニジン粒剤DL  

本剤の  クロチアニジ  

作物名   
適用  

病害虫名   
使用量   使用時期  使用回  

数   の総使用回数   

ウンカ類  

ツマタナロヨコハー、ィ  
4回以内  

カメムシ類  
稲  収穫14目前まで   

（育苗箱散布は1  

イナコヾ類   4kg／10a  
3回以内  散布  

回以内、本田では  

イネドロオイムシ  
3kg／10a   

3回以内）  

ブタオヒ～コヤが  

アデラムシ類  
だいず  4kg／10a   収穫7日前まで  

カメムシ類  
3回以内   

（5）1．5％クロチアニジン箱粒剤  

適用  
本剤の  クロチアニジ  

作物名  
病害虫名   

使用量   任用時期  使用回  

数   の総使用回数   

ウンカ類  

ツマクヾロヨコハヾィ  

イネミス～ソ～ゥムシ  
育苗箱の  4回以内  

稲  （30×60×3cm、  移植3目前～   
イ朴～ロオイムシ  

上から均   （育苗箱散布は1   

（箱育苗）  使用土壌約5L）  
ニカメイチュウ  

移植当日  1回  

1箱当り50g  
ブタオヒヾコヤが  

する。   3回以内）   

イネヒメハモクヾリハヾェ   
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（6）0．50％クロチアニジンH粉剤DL  

適用  
本剤の  クロチアニジ  

作物名  
病害虫名   

使用量   使用時期  使用回  

数   の総使用回数   

カメムシ類  

ウンカ類  

ツマク～ロヨコハヾィ  
4回以内  

イナコ予類  3～4kg／10a   
稲  収穫14日前まで   

（育苗箱散布は1  

イネットムシ  回以内、本田では  

ニカメイチュウ  3回以内  散布  3回以内）  

ブタオヒ÷コヤが  

イネドロオイムシ   3kg／10a   

アブ√ラムシ類  

だいず  カメムシ類  3～4kg／10a  収穫7日前まで  3回以内   

ブタフニシJヒメハムシ  

（7）20．0％クロチアニジン水和剤（フロアブル）  

適用  
本剤の  クロチアニジ  

作物名  希釈倍率  使用液量   使用時期  使用回  
使用方  

病害虫名  
ンを含む農薬  

数  
法  

の総使用回数   

イナコJ類  

ウンカ類  60′）150  
5000倍  

ツマク÷ロヨコハ÷ィ  L／10a   
散布  

カルシ類  4回以内  

ウンカ類  （育苗箱散布  

稲  ツマクJロヨコハヾィ  90倍   収穫14日前まで   
空中  

は1回以内、  

カメムシ類  
散布  

本田では3回  

無人ヘリ  以内）  

ウンカ類  コアクー  
24倍  800mIノ10a   

カメムシ類  3回以内       による  

散布  

アフJラムシ類  

匡亘三司  カメムシ類  2500倍   3回以内   

マメシンクイが  

100／・、300  

収穫7日前まで  散布  
4回以内  

L／10a  （植付時の土壌  

匝正亘   アブぐラムシ類   5000倍  混和は1回以内、  

植付後では3回  

以内）   
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6．作物残留試験結果  

（1）分析の概要   

① 分析対象の化合物  

・クロチアニジン   

② 分析法の概要  

試料をアセトンで抽出し、CHEMELUTTMカラム、Sep－Pak⑧アルミナ（N）及びシリカ  

カートリッジで精製した後、高速液体クロマトグラフにより定量する。  

検出限界0．002～0．05ppm。  

（2）作物残留試験結果   

＝・l－1  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2．5％箱粒剤を50g／箱（移植  

当日育苗施用）、及び16．0％水溶剤の4，000倍希釈液を計3回散布（150L／10a）し  

たところ、散布後13注2）～28日の最大残留量注1）は0．134，0．104ppmであった。た  

だし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2．5％箱粒剤を50g／箱（移植  

当日育苗施用）、及び1．0％1キロ粒剤を計3回散布（1kg／10a）したところ、散布  

後13注2）／、28日の最大残留量はく0．004，0．026ppmであった。ただし、この試験は、  

適用範囲内で行われていない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2．5％箱粒剤を50g／箱（移植  

当日育苗施用）、及び0．15％粉剤DLを計3回散布（4kg／10a）したところ、散布後   

13注2）～28日の最大残留量は0．048，0．023ppmであった。ただし、この試験は、  

適用範囲内で行われていない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2．5％箱粒剤を50g／箱（移植  

当日育苗施用）、及び0．5％粒剤を計3回散布（4kg／10a）したところ、散布後14～  

22日の最大残留量は0．02，く0．01ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲  

内で行われていない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の200倍希釈液  

を0．5L／箱及び2．5％箱粒剤を50g／箱（移植当日育苗施用）、並びに0．5％粉剤DLを  

計3回散布（4kg／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は0．07，0．09ppm  

であった。，ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の200倍希釈液  

を0．5L／箱及び2．5％箱粒剤を50g／箱（移植当日育苗施用）、並びに16．0％水溶剤の  

4，000倍希釈液を計3回散布（150L／10a）したところ、散布後14～28日の最大残  

留量は0．14，0．12ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われてい  

ない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の200倍希釈液  

を0．5L／箱及び2．5％箱粒剤を50g／箱（移植当日育苗施用）、並びに0．5％粒剤を計3  

回散布（4kg／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は0．01，0．02ppm  

であった。，ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  
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